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   The results of the treatment with Wintomylon, generic name nalidixic acid, in 8 cases 
of simple urinary infections and 7 cases of chronic and complicated patients were reported. 
   In the former, all patients showed excellent subjective and objective improvements at 
the end of therapy. In the latter, however, the majority of patients showed no objective 
improvement. In 4 of the patients, the initial offending organism was eradicated, but new 
organism emerged. 
   Side effects were minimal.




法剤 で,と くに グラム陰性菌 に よる泌尿器科系
お よび消化器系 の感染症 に対 して優 れた臨床的
効果 を有す る ことが内外共 に多 く報告 されてい
る.
　 われわれ も第一製薬株式会社か らWintomy-
Ionの提供 を うけ,京 大泌尿器科 において諸種
の尿 路感染症 患者に対 して使用 した ので,こ こ



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































9株中感受性有5株,感 受性無4株 であ り可成 り高い
といえる.
総括 並び考按
Wint.omylonの使 用成績 を総括 す ると,ま つ
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目に自覚症状は消失 し尿所見 も陰性 となった の
で著効 と判定 した.細 菌学的検査 では,8例 中
6例 の起因菌が グラム陰性桿菌 で何れ もWin二
tomylonに対 してディス ク感受性 を有 し,Win、
tomylon投与後細菌 は培養で認めな くなった.
他の2例 は投与前 の細菌培養 で細菌 を認 めず,
これはWintomylon使用前 につねに 他 の抗生
物質 または化学療 法剤の投与 を うけていたため
の影響 に よるもの と考 え られた.以 上の結果 か
ら判断す ると,Wintomylonは単純 な尿 路感 染
症 に対 して優れた治療効果を有す るもの と結論
できる。
次 に何 らか の尿路障害 に合併 した複雑 な尿路
感染症7例 におい ては,細 菌学的検査 によっ て
何れ もグラム陰性桿菌 が起炎菌 である ことが判
明 した,こ の うち4例 においてWintomylonに
対 して ディス ク感受性 を 有 してお り,Winto-
mylon投与後1例 は細菌培養で 細菌を 認 めず
とな り膿尿 の程 度 も軽 減 したのに対 し他の3例
は菌 交代現象 を生 じ膿尿 の程 度 も軽 減 しなかっ
た.7例 中残 りの3例 においてはWintomylon
に対 す るディス ク感受性 も無でWintomylon投











染症において,感 染の 増悪を 防止し あるいは
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